
平成５年４月、刑事ドラマや漫画などで憧れの職業だっ
た警察官を拝命し、それから三十余年が経ちました。

署長のつぶやき

学生時代、警察官採用試験を受験しようとしましたが、
当時の裸眼視力が基準ギリギリだったことから、最初から
受験自体を諦めてしまったのです。
ところが、福岡に里帰りをした際にお会いした、ある恩

師の方から「その程度で諦めるんか？」と喝を入れられ、
さんざん悩みぬいた末に、親にもろくに相談することなく、
せっかく入社した優良企業を退職して警察官採用試験を受
け、念願の警察官を拝命することができました。

７月３０日から８月２６日までの間、本年２回目（年２回あるうちの２回目！）の福岡
県警察官・警察行政職員の受験受付が始まります。
試験は９月に入ってからですが、去年から社会人経験がある方の門戸が広くなっている
ということ。
受験できる年齢幅が広くなり、民間企業で２年以上職務経験があるなどの条件をクリア
すれば、３５歳の方でも受験できるようになりました。
子供のころ憧れた警察官への想いを、熱意を、情熱をお持ちの、そう、あなたを待って
います！
結びに、少しでも採用試験に興味を持つあなたに、次の言葉を送ります。

人間の本当の価値を決めるのは、
その人の能力ではなく、

岐路でその人がなす選択である。

※ある警察幹部の言葉より

警察学校卒業旅行時の私

現在の私

※ 採用についてのお問い合わせは博多臨港警察署へお電話ください。

そんな私も、県内の私立大学を卒業後、直ぐに警察官に
なったのではなく、実は、東京に本社がある全国規模の
某有名ゲームメーカーに勤めておりました。


